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いる。この点に関して，財務制度等審議会『令和時代の財政の在り方に関する建議』（令和元年 6月 19 日）では，




4 4 4 4 4
地域の実情に応じたサービスの提供を可能とする『地域支援事業』に移行してきた。……この移行によ
り，サービスの質を確保しつつ，介護給付費の伸びが一定程度抑制されることが期待されている」と記載されてい
る（21 頁，傍点評者）。また，2021 年開催予定の東京オリンピックにおいて，経済的利益が介在するイベントであ
るにもかかわらず，多くのボランティアを利用することが，当初から前提となっていたことも，記憶しておくべき
問題である。
（3）障害者の介助について，立岩真也教授は次のように指摘する。「介助する人がその行いから得るものがあること
によってこの行いが支えられるのとすれば，介助を得る側にとっては，その介助する人が得るものを，与えなくて
はならないことになる。介助というサービスを行う人に対して，充足感を与えなくてはならない，そのようなサー
ビスをしなくてはならないということである。」立岩真也『弱くある自由へ―自己決定・介護・生死の技術』青
土社（2000 年）248 頁。これが交換関係である。　
